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	平成29年度の実績に係る�　　　　　　　組織評価ヒアリング
	年度目標１　外部資金獲得額を第2期中期目標期間平均値の10％増とし、学内外の各種組織との連携により、小白川キャンパスの多様な教育・研究のリソースを活用した自己収入の増加を目指す。
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	年度目標①　キャンパス経営基本計画を策定し、29～31年度までのリソースマネジメントを段階的に実施するための具体的工程を提示する。
	年度目標②　キャンパスレベルの戦略的取組をキャンパス運営経費で重点的支援
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	年度目標３　�　①多様な学生の支援�　②外国人留学生の増加を目指した取組�　③ワークライフバランスの推進
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	◆財源に関する意識改革：教育コストは大学運営資金、研究と社会�　連携事業のコストは外部資金と受益者負担で賄う方針を徹底��◆経費節減で効果をあげた取組（GP）は、キャンパス全体で展開��◆国際センター、教育開発支援センター、各学部等で個別に実施されている国際化事業・社会連携事業を統合したエクステンションサービスの新体制を検討中��◆29年度協定校との交流事業をさくらサイエンスプランに申請��◆事務組織の再編成��◆キャンパスの各種施設・設備の有効利用を推進するため、キャンパスのポータルサイトを整備�

